
ナに打ち勝つ『ガラガラうがい』」中出み
ち代（石川県看護協会）／一般公募企画②

「質の高い看護実践のための施設基準管理」
川手敬子（飯田市立病院）ほか／④「市民
活動から『関係の質』を高めるためのヒン
ト」西川耕平（甲南大学，OD Association 
in Japan）ほか／⑤「再製造単回使用医療
機器（R-SUD）と SDGs」井上大輔（厚
生労働省）ほか／⑦「院内助産・助産師外
来におけるアドバンス助産師の活躍」宮脇
英恵（日本看護協会）ほか／ランチョンセ
ミナー／ほか
参加費▶［当日申込］会員1 万4850 円，非
会員 1 万 9800 円，学生 5500 円
問い合わせ先▶運営事務局
〒261-8550　千葉県千葉市美浜区中瀬
2-1　株式会社幕張メッセ　事業企画課内
☎ 043-296-0623（平日 9：00～17：30）

043-296-0529
2023yokohama@jnagakkai.jp

https://2023yokohama.jnagakkai.jp/
index.html

医療・病院管理研究協会研修

◉�看護管理 看護業務の改善�
（Web 開催）
日時▶11 月 17 日（金）10：00～16：15
テーマ▶看護力の最適化のために
プログラム▶「看護職がいきいきと働くた
めに─看護の業務改善」森内みね子（日本
看護協会）／「看護記録の業務時間に関する
効率化への取り組み」石橋里美（県立広島
病院）／「業務の効率化─考え方と実例を紹
介する」相馬泰子（NTT 東日本関東病院）

◉�病院管理 同時報酬改定に備える
（Web 開催）
日時▶11 月 24 日（金）9：00～15：00
テーマ▶地域医療を担う病院経営の持続の
ために
プログラム▶「ポストコロナの新時代 急性
期病院は同時改定で生き残れるのか」中 
山和則（筑波メディカルセンター病院）／

「急性期病院における PFM（Patient Flow 
Management）導入─働き方改革と病院

第54回（2023年度）日本看護
学会学術集会（現地開催）

日時▶11 月 8 日（水）～9 日（木）
会場▶パシフィコ横浜（横浜市）
テーマ▶看護職の働き方を変え，新たな看
護の価値を創造しよう
プログラム▶基調講演「看護職の働き方を
変え，新たな看護の価値を創造しよう」高
橋弘枝（日本看護協会会長）／特別講演

「働き方改革とウェルビーイング」前野隆
司（慶應義塾大学大学院）／教育講演①

「看護における Positive Management」手
島恵（千葉大学大学院）／②「ケアの意味
を見つめる事例研究」野口麻衣子（東京医
科歯科大学）／シンポジウム④「2040 年
に向けた多様な働き方について考えよう─
多様で柔軟な働き方の選択肢を増やすため
に」小村由香（日本看護協会）ほか／⑤

「看護の専門性の発揮に資するタスク・シ
フト／シェア」小森久美子（市立野洲病
院）ほか／⑥「現場のデータが未来を変え
る─看護政策推進のためのエビデンス構築
をめざして」中山健夫（京都大学大学院）
ほか／⑦「日本専門看護師協議会合同企画

『専門看護師の活動から見出す新たな価
値』」市原真穂（千葉県立保健医療大学）
ほか／特別企画①-1「感染拡大に備える
看護提供体制の確保に関する調査研究助成
事業　調査研究報告『コロナ禍における産
科看護提供体制の実態と課題』『新型コロナ
ウイルス感染症軽症者等宿泊療養施設の運
用および入所者への看護に関する実態調査
─新興感染症への備えと新たな看護方法の
創出に向けた基礎的研究』」脇本寛子（名
古屋市立大学大学院）ほか／①-2「感染
拡大に備える看護提供体制の確保に関する
調査研究助成事業　調査研究報告『新興感
染症発生時における感染管理認定看護師の
役割および次のパンデミックに向けた看護
専門職の育成に関する研究』『新型コロナウ
イルス感染症の更なる波に向けた保健所の
体制整備の充実に関する調査』」林智世

（三重大学医学部附属病院）ほか／②「ポ
ストコロナに考える，2040 年に向けた看
護職員の需給推計」石川ベンジャミン光一

（国際医療福祉大学大学院）／③「データの

力で看護の価値を示そう！」秋山智弥（名
古屋大学医学部附属病院）ほか／交流集会
①「国際保健・国際看護政策に参画する看
護職のキャリア構築の実際と支援のあり
方」虎頭恭子（JICA）ほか／②「レジリ
エンスを高めるメンタルヘルスケア─困難
を乗り越え成長する力に変える個人，チー
ム，組織」高橋晶（筑波大学，茨城県立こ
ころの医療センター，筑波メディカルセン
ター病院）ほか／③「労働者の健康を支え
る産業保健体制のこれから─働く人を支え
る保健師，看護師の活動」豊田将之（トヨ
ダ産業保健師事務所）ほか／⑦「病院の外
来・診療所における在宅療養支援の強化に
向けた人材育成─研修プログラムの策定と
試行結果から考える」田上京子（日本看護
協会）ほか／セミナー①「論文審査・編集
委員会企画『論文執筆のポイント』」小林
京 子（聖 路 加 国 際 大 学 大 学 院）／ ②

「Joanna Briggs Institute（JBI）連携セン
ター合同企画『根拠に基づく看護実践』」
植木慎悟（九州大学大学院，The Japan 
Centre for Evidence Based Practice

［JCEBP］）／③「オーダーメイドの『まな
び』の進め方─『看護師のまなびサポート
ブック』『生涯学習支援ガイドブック』によ
る看護職としての歩みサポート」太田真里
子（日本看護協会）／④「医療・看護に係
る国際動向─グローバルに活躍する看護職
の活動報告」手島恵（国際看護師協会

［ICN］理事，千葉大学大学院）ほか／⑤
「新たな看護実践能力と習熟段階（ラダー）
による人材育成の考え方」吉川久美子（日
本看護協会常任理事）／日本看護協会調査
研究報告／都道府県看護協会公募企画⑨

（愛知県）「若手看護師（35 歳以下）のリー
ダーシップ教育の構築─クリニカルラダー
レベルⅠの教育に焦点をおいて」出石恵子

（愛知県看護協会）／⑩（愛知県）「災害看護
─愛知県看護協会における『地域災害応援
ナース』の仕組みと課題」坂之上ひとみ

（愛知県看護協会）ほか／⑪（愛知県）「訪
問看護第三者評価制度の創設」野中時代

（元・愛知県看護協会訪問看護総合支援セ
ンター）ほか／⑫（千葉県）「学生向け訪問
看護ガイダンスによる就業への動機付け─
行政・基礎教育との連携から」渡辺尚子

（前・千葉県看護協会）／⑬（石川県）「コロ
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経営の両立」西澤延宏（長野県厚生農業協
同組合連合会 佐久総合病院）／「2024 年
診療報酬改定の方向性と経営対応」中林梓

（株式会社 ASK 梓診療報酬研究所）

◉�看護管理 看護管理者のための�
病院管理（Web 開催）

日時▶12 月 1 日（金）10：00～16：15
プログラム▶「病院の経営分析」松岡博

（日本赤十字社）／「病院財務諸表のしくみ
と見方─会議に出てくる経営資料を理解す
るために」山田康夫（医療・病院管理研究
協会）／「入院患者像に合わせた病棟環境」
筧淳夫（工学院大学）

【以下共通】
会費▶会員 1 万円，非会員 1 万 3000 円
申込方法▶下記 Web サイトの申込フォー
ム，または E-mail，FAX より
問い合わせ先▶医療・病院管理研究協会
〒160-0022　東京都新宿区新宿 1-29-8
公衛ビル
☎ 03-3352-2575

03-3352-2575
kenshu@byoken.com

http://byoken.com/

第 43 回日本看護科学学会
学術集会（現地開催）

日時▶12 月 9 日（土）～10 日（日）
会場▶海峡メッセ下関，下関市生涯学習プ
ラザ（ともに山口県下関市）
テーマ▶未来を拓く看護のサイエンス＆
アーツ─伝統と革新の融合
プログラム▶会長講演「看護サイエンスと
看護実践の妙味」田中マキ子（山口県立大
学）／特別講演「進化するケア─米国から
のメッセージ」Barbara M Bates-Jensen

（UCLA）／教育講演①「生きがいを実現で
きる包摂社会　持続可能な地域医療─地域
包括ケアシステム，健康，多職種の連携」
加藤節司（社会医療法人仁寿会）／②

「SDGs と若者のセクシュアル・リプロダ
クティブ・ヘルス／ライツ，ジェンダー」
勝部まゆみ（公益財団法人ジョイセフ）／
③「未来を拓く看護と哲学」小川仁志（山

口大学）／④「健康格差社会─何が心と健
康を蝕むのか」近藤克則（千葉大学）／⑤

「ライフコースアプローチの視点からの母
子保健─エコチル調査がめざすもの」山縣
然太朗（山梨大学大学院）／⑥「精神看護
学におけるスケール開発の意義と課題」矢
田浩紀（山口県立大学）／シンポジウム①

「高度実践看護師の展望」川本利恵子（湘
南医療大学）ほか／②「看護臨床判断の
パースペクティブ─教育から研究へ」三浦
友理子（聖路加国際大学大学院）ほか／③

「人生の最終段階における医療のサイエン
スとアート」田村恵子（大阪歯科大学）ほ
か／④「看護と DX ─その可能性と展望」
齊藤奈緒（宮城大学）ほか／パネルディス
カッション①「M-GTA による領域密着型
理論を実践に活かす」木下康仁（聖路加国
際大学）ほか／②「性の多様性に応える─
当事者，LGBTQ 支援者の視点からみた医
療現場の課題」廣川衣恵（スマイルオフィ
スなないろ）ほか／③「人工知能を活用し
た新しい看護実践・看護研究」福井小紀子

（東京医科歯科大学大学院）ほか／市民公
開講座／一般演題／ランチョンセミナー／
教育セミナー／ほか
参加申込期間▶11 月 27 日（月）12：00〜
12 月 10 日（日）
参加費▶［通常申込］会員1 万3000 円，非
会員 1 万 5000 円，外国人留学生・海外に
居住する外国人 2000 円，懇親会 7000 円
問い合わせ先▶運営事務局
〒810-0072　福岡県福岡市中央区長浜
1-1-35　新 KBC ビル 4F　株式会社 JTB
コミュニケーションデザイン内
☎ 092-751-3244

092-751-3250
jans43@jtbcom.co.jp

https://jans43.org/index.html

＊�掲載している情報は 9 月 28 日時点のも
のです。最新の情報は主催元をご確認く
ださい。
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